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海
外
労
働
事
情

イ
ギ
リ
ス

企
業
の
ス
キ
ル
需
要
や
訓
練

の
実
施
状
況
に
関
す
る
調
査

結
果

　

技
能
政
策
に
関
し
て
政
府
に
提
言

を
行
う
雇
用
・
技
能
委
員
会
（
Ｕ
Ｋ

Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
は
七
月
、
企
業
の
ス
キ
ル

需
要
や
訓
練
の
実
施
状
況
等
に
関
す

る
統
計
調
査
の
結
果
を
報
告
書
に
ま

と
め
た
。
不
況
期
に
比
べ
て
求
人
の

増
加
や
ス
キ
ル
需
要
の
拡
大
が
み
ら

れ
る
も
の
の
、
必
ず
し
も
ス
キ
ル
不

足
に
対
応
し
た
訓
練
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
中
小
規
模
の
事
業
所
で
は
、
ス

キ
ル
需
要
の
充
足
に
問
題
を
抱
え
て

い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

熟
練
工
や
専
門
職
な
ど
で
求
人
難

　
「
雇
用
者
ス
キ
ル
調
査
」（E

m
ployer 

S
kills S

urvey

）
は
、
Ｕ
Ｋ
Ｃ
Ｅ

Ｓ
が
隔
年
で
実
施
し
て
い
る（
１
）事

業
所
調
査
で
、
最
新
の
二
〇
一
一
年

調
査
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
七
万
四
〇

〇
〇
事
業
所
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

報
告
書
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

（
新
卒
者
の
仕
事
に
就
く
準
備
）

　

回
答
事
業
所
の
三
〇
％
が
過
去
三

年
以
内
に
新
卒
者
を
採
用
、
そ
の
多

く
が
新
卒
者
は
「
仕
事
に
就
く
準
備

が
出
来
て
い
る
」（w

ell prepared 
for w

ork

）
と
評
価
し
て
お
り
、
こ

の
比
率
は
新
卒
者
の
年
齢
と
最
終
学

歴
に
比
例
し
て
高
ま
る
（
一
六
歳
の

学
卒
者
で
五
九
％
、
大
卒
者
で
八

三
％
）。
一
七
～
一
八
歳
の
新
卒
者

に
つ
い
て
は
、
通
常
の
教
育
機
関
よ

り
も
職
業
訓
練
寄
り
の
継
続
教
育
カ

レ
ッ
ジ（
２
）の
出
身
者
を
よ
り
高
く

評
価
す
る
傾
向
に
あ
る
（
そ
れ
ぞ
れ

六
六
％
、
七
四
％
）。
ま
た
「
準
備

が
出
来
て
い
な
い
」
と
評
価
す
る
理

由
と
し
て
は
、
経
験
不
足
（
職
業
的

経
験
、
人
生
経
験
が
少
な
い
、
成
熟

度
が
低
い
）
や
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の

問
題（
態
度
が
悪
い
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
低
い
）
な
ど
。
こ
の
こ
と
は
、

企
業
が
提
供
す
る
就
業
体
験
が
若
者

を
益
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
ス
キ
ル
不
足
に
よ
る
求
人
難
）

　

調
査
期
間
中
（
二
〇
一
一
年
三
―

五
月
）、
事
業
所
の
一
五
％
が
合
計

で
五
三
万
三
四
〇
〇
人
分
の
求
人
を

行
な
っ
て
お
り
、
事
業
所
比
率
、
求

人
数
と
も
〇
九
年
調
査
か
ら
は
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
不
況
前
の
〇
七

年
調
査
の
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
な

い
。
事
業
所
の
四
％
が
求
職
者
の
ス

キ
ル
不
足
（
ス
キ
ル
、
資
格
、
経
験

が
低
い
）
に
よ
り
充
足
困
難
な
求
人

が
あ
る
と
回
答
し
て
お
り
、
求
人
全

体
の
一
六
％（
八
万
五
五
〇
〇
人
分
）

に
相
当
す
る
。
職
種
別
に
は
、
ス
キ

ル
不
足
に
よ
る
求
人
難
の
比
率
が
高

い
の
は
熟
練
工
（skilled trades

）

（
３
）で
三
三
％
、
こ
れ
に
専
門
職
が

続
く（
二
二
％
）。
ま
た
業
種
別
に
は
、

製
造
業
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
対
人
サ
ー
ビ
ス（
４
）で
ス
キ
ル

不
足
に
よ
る
求
人
難
の
比
率
が
高
い

（
そ
れ
ぞ
れ
二
四
％
と
二
三
％
）。

総
じ
て
、
充
足
が
困
難
な
求
人
数
は

規
模
の
大
き
い
事
業
所
に
多
く
、
従

業
員
に
対
す
る
そ
う
し
た
求
人
数
の

比
率
は
小
規
模
企
業
で
高
い
。
ま
た
、

前
回
調
査
か
ら
こ
う
し
た
求
人
数
が

顕
著
に
増
加
し
て
い
る
の
は
中
小
規

模
（
二
五
―
一
九
九
人
）
の
事
業
所

だ（
５
）。

　

充
足
困
難
な
求
人
が
あ
る
と
回
答

し
た
事
業
所
の
う
ち
、
八
一
％
が
そ

の
影
響
と
し
て
、
従
業
員
の
負
荷
が

増
大
し
モ
ラ
ル
低
下
や
離
職
の
リ
ス

ク
を
高
め
て
い
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
よ
り
直
接
的
な
事
業
へ
の
影
響
を

あ
げ
る
回
答
も
多
い
（
サ
ー
ビ
ス
目

標
の
達
成
が
困
難
四
六
％
、新
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
遅
れ
四
〇
％
、

事
業
運
営
コ
ス
ト
の
増
加
四
〇
％
）。

（
従
業
員
の
ス
キ
ル
不
足
）

　

ス
キ
ル
不
足
の
従
業
員
を
一
人
以

上
抱
え
て
い
る
と
回
答
し
た
事
業
所

は
全
体
の
一
八
％
、
従
業
員
数
で
は

約
一
三
〇
万
人
（
全
従
業
員
数
の

六
％
相
当
）
と
な
り
、
〇
九
年
調
査

か
ら
は
減
少
し
て
い
る
。
職
種
別
に

は
、
販
売
・
顧
客
サ
ー
ビ
ス
や
基
礎

的
職
業（
６
）な
ど
で
多
く
、
一
方
で

求
人
難
が
報
告
さ
れ
て
い
る
熟
練
工

に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ル
不
足
の
従
業

員
の
比
率
が
前
回
調
査
か
ら
も
っ
と

も
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
業

種
別
に
は
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン

業
、
卸
売
・
小
売
業
で
比
率
が
高
い
。

た
だ
し
、
ス
キ
ル
不
足
の
最
大
の
理

由
は
新
任
あ
る
い
は
訓
練
途
中
で
あ

る
こ
と
（
そ
れ
ぞ
れ
四
六
％
、
四

五
％
）
だ
。
ま
た
影
響
と
し
て
は
、

他
の
従
業
員
の
負
荷
の
増
大
を
あ
げ

る
事
業
所
が
四
九
％
と
最
多
で
、
以

下
、
事
業
運
営
コ
ス
ト
の
増
加
二

七
％
、
品
質
維
持
が
困
難
二
六
％
、

な
ど
。
ま
た
、
全
体
と
し
て
従
業
員

の
ス
キ
ル
不
足
に
直
面
す
る
事
業
所

比
率
や
こ
う
し
た
従
業
員
の
比
率
は

低
下
し
て
い
る
が
、
中
小
規
模
事
業

所
で
は
低
下
傾
向
は
緩
や
か
と
な
っ

て
い
る
。

（
企
業
に
お
け
る
訓
練
の
実
施
状
況
）

　

過
去
一
二
カ
月
の
間
に
従
業
員
に

対
し
て
職
場
内
も
し
く
は
職
場
外
の

訓
練
を
提
供
し
た
事
業
所
は
全
体
の

六
六
％
、
従
業
員
一
二
〇
〇
万
人
あ

ま
り（
五
三
％
相
当
）が
対
象
と
な
っ

た
。
一
人
当
た
り
訓
練
日
数
は
八
・

三
日
、
ま
た
一
人
当
た
り
の
訓
練
費

用
は
約
三
三
〇
〇
ポ
ン
ド
。
た
だ
し
、

費
用
の
お
よ
そ
二
分
の
一
は
訓
練
受

講
中
の
賃
金
で
、
外
部
の
訓
練
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
へ
の
支
払
い
は
八
％
。
訓

練
受
講
者
比
率
は
規
模
の
大
き
い
事

業
所
で
高
く
、
一
人
当
た
り
の
訓
練

日
数
は
小
規
模
な
事
業
所
で
多
い
傾

向
に
あ
る
。
職
種
別
の
訓
練
受
講
者

比
率
を
見
る
と
、
介
護
・
レ
ジ
ャ
ー
・

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
で
七
〇
％
と
高
く
、

管
理
職
（
四
四
％
）、管
理
・
事
務
（
四

五
％
）、
機
械
操
作
（
四
五
％
）、
基

礎
的
職
種
（
四
八
％
）
な
ど
で
は
比

率
が
低
い
。
な
お
、
公
的
に
承
認
さ

れ
た
資
格
の
取
得
を
目
的
と
す
る
訓

練
を
提
供
し
た
事
業
所
は
全
体
の
三

〇
％
。

　

前
回
調
査
時
に
は
、
企
業
が
不
況

対
応
と
し
て
求
人
を
抑
制
す
る
一
方

で
、
従
業
員
訓
練
の
充
実
に
よ
り
ス

キ
ル
需
要
の
充
足
を
図
っ
た
た
め
、

訓
練
を
提
供
し
た
事
業
所
や
受
講
者

の
比
率
が
高
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

結
果
と
し
て
、
二
〇
一
一
年
調
査
に

お
け
る
訓
練
受
講
者
比
率
や
訓
練
日

数
は
、
前
回
調
査
に
比
し
て
若
干
減

少
し
て
い
る
が
、
小
規
模
（
二
五
―

九
九
人
）
事
業
所
で
は
前
回
調
査
か

ら
僅
か
に
訓
練
日
数
が
増
加
し
て
お

り
、
他
の
規
模
に
比
し
て
ス
キ
ル
不

足
の
解
消
が
進
ん
で
い
な
い
（
従
業

員
の
訓
練
が
依
然
と
し
て
ス
キ
ル
不

足
へ
の
対
応
の
重
要
な
手
段
と
な
っ

て
い
る
）
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
訓
練
を
提
供
し
な
か
っ
た

三
四
％
の
事
業
所
の
う
ち
、
二
三
％

で
は
訓
練
外
の
育
成
を
実
施
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
職
務
へ
の
適
応
状

況
を
上
司
が
監
督
、
他
の
従
業
員
の

仕
事
を
観
察
す
る
機
会
を
与
え
る
、

本
来
の
職
務
範
囲
を
超
え
る
仕
事
を

与
え
て
達
成
度
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
―
―
な
ど
。

　

訓
練
提
供
の
有
無
と
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
質
と
の
関
連
を
見
る
と
、
革

新
的（
高
品
質
、高
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
）
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で
価
格
依
存
性
の
弱
い
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
と
回
答
し
た

事
業
所
は
、
訓
練
を
提
供
し
た
比
率

が
高
い
（
七
一
％
）。
一
方
、
逆
に

革
新
性
が
低
く
価
格
依
存
性
の
強
い

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業

所
に
お
け
る
比
率
は
平
均
を
下
回
っ

て
お
り
（
四
七
％
）、
訓
練
を
提
供

し
な
か
っ
た
事
業
所
の
大
半
が
そ
の

理
由
に
つ
い
て「
必
要
が
な
い
た
め
」

と
回
答
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業

所
で
働
く
従
業
員
は
教
育
訓
練
の
機

会
を
逃
し
て
い
る
と
い
え
る
。

企
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
要
請

　

学
卒
者
の
ス
キ
ル
不
足
は
、
主
と

し
て
経
営
側
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
繰

り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

最
近
で
も
、
例
え

ば
経
営
者
団
体
の

Ｃ
Ｂ
Ｉ
（
イ
ギ
リ

ス
産
業
連
盟
）
が

六
月
に
公
表
し
た

会
員
企
業
調
査
の

結
果
に
よ
れ
ば
、

会
員
企
業
の
四

二
％
が
学
卒
者
の

読
み
書
き
計
算
能

力
の
欠
如
を
補
う

た
め
の
教
育
を
実

施
し
て
い
る（
７
）。

あ
る
い
は
昨
年
の

Ｂ
Ｃ
Ｃ
（
イ
ギ
リ

ス
商
業
会
議
所
）

に
よ
る
中
小
企
業

調
査
で
も
、
ス
キ

ル
不
足
へ
の
不
安

か
ら
、
学
卒
者
の

採
用
に
積
極
的
と

す
る
企
業
は
限
定

的
だ（
８
）。

　

ま
た
、
地
方
自

治
体
の
連
合
体
で

あ
る
Ｌ
Ｇ
Ａ
が
六

月
に
公
表
し
た
報

告
書（
９
）
は
、
継

続
教
育
カ
レ
ッ
ジ

等
が
企
業
の
ス
キ
ル
需
要
に
対
応
し

た
訓
練
コ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
な
い

と
批
判
し
て
い
る
。
多
く
の
若
者
が

美
容
・
理
容
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
コ
ー
ス
を
修

了
す
る
が
、
対
応
す
る
求
人
の
数
は

限
ら
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
人
材
不
足

の
状
態
に
あ
る
建
築
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
環
境
産
業
な
ど
の
分
野
の

修
了
者
が
少
な
い
と
い
う（
10
）。

　

Ｕ
Ｋ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
は
、
経
済
成
長
の
原

動
力
で
あ
る
中
小
企
業
に
お
け
る
ス

キ
ル
不
足
が
景
気
回
復
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
、
教
育

訓
練
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

た
だ
し
同
時
に
、
近
年
の
若
年
失
業

者
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

過
度
な
ス
キ
ル
の
偏
重
は
控
え
る
よ

う
企
業
に
求
め
て
い
る
。
七
月
に
公

表
し
た
報
告
書
「T

he youth em
-

ploym
ent challenge

」
に
よ
れ
ば
、

若
者
向
け
の
仕
事
で
あ
る
販
売
や
基

礎
的
職
種
の
雇
用
が
近
年
減
少
し
て

お
り
、
ま
た
就
業
経
験
を
よ
り
重
視

す
る
小
規
模
企
業
の
増
加
な
ど
で
若

者
の
就
業
機
会
が
狭
ま
っ
て
い
る
と

い
う
。
し
か
し
、
就
業
経
験
を
積
ん

だ
学
卒
者
（
座
学
と
企
業
な
ど
で
の

就
業
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
の
修

了
者
）
の
比
率
は
む
し
ろ
こ
こ
一
五

年
減
少
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
た
め
、
就
業
経
験
や
学
歴
な
ど
を

過
度
に
偏
重
せ
ず
に
幅
広
く
若
者
を

採
用
し
、
育
成
を
行
な
う
こ
と
や
、

ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
シ
ッ
プ（
11
）や
就

業
体
験
な
ど
の
受
入
れ
を
通
じ
た
若

者
の
支
援
な
ど
、
企
業
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
求
め
て
い
る
。

［
注
］

１　

初
回
調
査
は
一
九
九
九
年
で
、
二
〇

〇
五
年
以
降
隔
年
調
査
と
な
っ
た
。
従

来
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
み
を
調
査
範
囲

と
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
一
年
調
査
は

こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
全
体
（
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
ほ
か
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
に
拡
大
。

各
地
域
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
報
告

書
が
随
時
公
表
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
イ

ギ
リ
ス
全
体
の
結
果
（
五
月
に
公
表
）

に
つ
い
て
は
、
回
答
企
業
の
八
割
超
を

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
企
業
が
占
め
る
こ
と

か
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
調
査
の
結
果
と

傾
向
は
類
似
し
て
い
る
。

２　

義
務
教
育
後
の
多
様
な
教
育
を
担
う
、

国
内
で
最
多
の
職
業
教
育
訓
練
の
実
施

機
関
で
、
政
府
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り

運
営
。

３　

便
宜
上
、
熟
練
工
の
訳
語
を
あ
て
る
が
、

電
気
工
、
工
作
機
器
等
の
製
作
・
据
付
人
、

大
工
、
左
官
、
自
動
車
工
、
印
刷
工
の

ほ
か
、
農
業
技
術
者
、
食
肉
処
理
者
、

料
理
人
、
テ
レ
ビ
技
術
者
な
ど
を
含
む
。

４　

芸
術
・
娯
楽
の
ほ
か
、
宗
教
・
政
治

組
織
や
労
組
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

組
織
、
ま
た
対
人
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
理

容
・
美
容
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
葬
儀
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む
分
類
。

５　

報
告
書
は
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
比

較
的
人
材
調
達
が
容
易
な
近
年
の
労
働

市
場
の
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
ス
キ
ル

需
要
の
充
足
能
力
が
低
い
こ
と
に
よ
る

も
の
か
、
あ
る
い
は
成
長
へ
の
意
欲
を

示
す
も
の
か
、
と
の
問
い
を
提
示
し
て

い
る
。

６　

バ
ー
店
員
、
清
掃
員
、
労
務
者
、
包

装
係
、
警
備
員
、
商
品
陳
列
係
、
交
通

整
理
係
な
ど
。

７　
"L

earning to G
row

" C
B

I

。
同
調
査

に
よ
れ
ば
、
八
一
％
の
企
業
が
従
業
員

の
教
育
訓
練
の
水
準
を
維
持
ま
た
は
向

上
さ
せ
る
方
針
で
あ
る
と
回
答
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
多
く
の
企
業
は
低
ス
キ

ル
の
労
働
者
の
調
達
は
そ
れ
な
り
に
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
過
半
数
は

む
し
ろ
管
理
職
層
の
訓
練
に
関
心
を
示

し
て
い
る
と
い
う
。

８　

"S
kills for businesses-m

ore to learn" 

B
C

C

。
大
学
進
学
レ
ベ
ル
の
中
等
教
育

修
了
資
格
（
Ａ
レ
ベ
ル
）
保
有
者
の
採

用
に
不
安
を
感
じ
な
い
と
の
回
答
は
二

九
％
、
大
卒
者
で
も
四
五
％
に
留
ま
り
、

無
資
格
の
学
卒
者
に
つ
い
て
は
七
％
。

９　

"H
id

d
e

n
 T

a
le

n
ts" C

e
n

tre
 fo

r 

E
conom

ic and Social Inclusion

10　

こ
れ
に
対
し
て
専
門
家
等
は
、
コ
ー

ス
へ
の
参
加
を
通
じ
た
ソ
フ
ト
ス
キ
ル

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
）

や
読
み
書
き
な
ど
の
一
般
的
な
ス
キ
ル

の
習
得
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
、
な
ど

と
批
判
し
て
い
る
。

11　

政
府
は
、
若
年
層
の
就
業
支
援
策
と

し
て
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
シ
ッ
プ
の
拡
充

に
注
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
全
体
の

受
け
入
れ
枠
の
拡
大
と
並
行
し
て
、
近

年
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
高
度
化
が
図
ら
れ

て
お
り
、
航
空
産
業
や
低
炭
素
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
宇
宙
工
学
、
法
務
な
ど

の
分
野
で
大
卒
相
当
以
上
の
資
格
取
得

を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
の
動
き
も

み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
七
月
に
は
ア
プ

レ
ン
テ
ィ
ス
シ
ッ
プ
の
準
備
段
階
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「traineeship

」
を
導

入
す
る
意
向
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

既
存
の
同
主
旨
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
違

い
な
ど
、
具
体
的
内
容
は
不
明
。

【
参
考
資
料
】

U
K

 C
om

m
ission for E

m
ploym

ent and 

S
kills, C

B
I, B

C
C

, L
G

A
, F

E
 W

eek

ほ

か
各
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

国
際
研
究
部
）

表　スキル需要、訓練の実施状況の推移
2005 2007 2009 2011

求人のあった事業所比率 17％ 18％ 12％ 15％
求人総数 573,900 619,700 385,700 533,400
　うちスキル不足により充足困難な求人
　（求人総数に占める比率）

143,100
（25％）

130,000
（21％）

63,100
（16％）

85,500
（16％）

従業員のスキル不足を抱える事業所比率 16％ 15％ 19％ 18％
スキル不足の従業員数

（全体の従業員数に占める比率）
126万人
（6％）

136万人
（6％）

170万人
（7％）

132万人
（6％）

訓練を提供した事業所比率 65％ 67％ 68％ 66％
　うち職場外訓練を提供した事業所比率 46％ 46％ 51％ 47％
訓練を受講した従業員

（全体の従業員数に占める比率）
－ －

－
（56％）

1200万人
（53％）

受講者一人当たりの訓練日数 － － 8.5日 8.3日
受講者一人当たりの訓練費用 ￡2,550 ￡2,775 ￡3,050 ￡3,300

資料出所："UK Commission's Employer Skills Survey 2011： England Results", UKCES
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62ア
メ
リ
カ

九
〇
％
以
上
の
雇
用
主
が
採

用
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を

活
用

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク(F

acebook)

、

ツ
イ
ッ
タ
ー(T

w
itter)

、
リ
ン
ク

ト
イ
ン(L

ikedIn)

と
い
っ
た
名
前

を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
利
用
者

が
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス(

Ｓ
Ｎ
Ｓ)

だ
。

こ
れ
ら
を
採
用
活
動
に
活
用
す
る
企

業
の
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
す
る

調
査
結
果
が
ジ
ョ
ブ
バ
イ
ト

(Jobvite)

社
か
ら
七
月
九
日
に
発
表

さ
れ
た
。
ジ
ョ
ブ
バ
イ
ト
社

(Jobvite)

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
採
用
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開

発
、
販
売
お
よ
び
採
用
候
補
者
の
調

査
支
援
な
ど
を
行
う
民
間
企
業
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
と
は

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
は
全
世
界
で
お
よ
そ
九
億
五
〇
〇

〇
万
人
の
登
録
者
数
を
数
え
る
。
ツ

イ
ッ
タ
ー
と
並
ん
で
二
〇
一
〇
年
か

ら
一
一
年
に
か
け
て
の
中
東
か
ら
北

ア
フ
リ
カ
諸
国
で
起
き
た
民
主
化
運

動
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
有
力
な
原
動

力
と
な
っ
た
こ
と
で
有
名
だ
。
そ
の

知
名
度
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
に
利

用
し
た
こ
と
が
な
い
者
に
と
っ
て
は

内
容
が
理
解
し
に
く
い
。

　

若
干
の
説
明
を
加
え
よ
う
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
と
は
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ー

ト
ホ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど
に
よ
り
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
特
定
、
不

特
定
の
複
数
の
利
用
者
と
の
情
報
共

有
を
行
う
も
の
。
そ
の
う
ち
の
代
表

格
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
リ
ン
ク
ト

イ
ン
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
だ
。
こ
れ
ら
は

専
用
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
し
く
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と

い
う
形
で
提
供
さ
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た
め
に
は
登
録
が
最
初

に
必
要
と
な
る
。
そ
の
際
に
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
と
リ
ン
ク
ト
イ
ン
は
名

前
だ
け
で
な
く
住
所
、
性
別
、
趣
味
、

年
齢
、
出
身
大
学
、
勤
務
先
な
ど
の

個
人
を
特
定
す
る
情
報
を
登
録
す
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。一
方
、ツ
イ
ッ

タ
ー
は
匿
名
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。

　

情
報
共
有
の
方
法
も
異
な
る
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
リ
ン
ク
ト
イ
ン

で
は
互
い
に
承
認
し
あ
っ
た
利
用
者

の
間
で
の
情
報
共
有
が
前
提
と
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
分
が
発
信
す

る
情
報
を
他
の
利
用
者
と
共
有
す
る

場
合
と
、
他
の
利
用
者
が
発
信
し
た

情
報
を
共
有
す
る
場
合
の
ど
ち
ら
も

登
録
者
同
士
の
閉
じ
ら
れ
た
形
で
行

わ
れ
る
。
一
方
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
他

の
利
用
者
が
発
信
し
た
情
報
を
共
有

す
る
場
合
に
許
可
を
と
る
必
要
は
な

く
、
ま
た
自
分
が
発
信
す
る
情
報
も

特
定
の
誰
か
に
向
か
う
必
要
も
な
い
。

　

こ
の
特
徴
は
両
者
の
力
点
の
違
い

に
よ
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
が
発
信
さ
れ

た
情
報
に
力
点
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
リ
ン
ク
ト
イ
ン

は
そ
れ
に
加
え
て
利
用
者
の
個
人
情

報
や
交
友
関
係
を
含
め
た
も
の
に
情

報
と
し
て
価
値
を
見
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
利
用
方
法

は
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
異
な
る
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
主
と
し
て
企
業

の
広
告
宣
伝
活
動
が
目
的
で
あ
り
、

リ
ン
ク
ト
イ
ン
は
企
業
の
採
用
活
動

や
労
働
者
の
転
職
を
支
援
す
る
こ
と

が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
リ
ン
ク
ト
イ
ン
は

単
な
る
個
人
情
報
に
と
ど
ま
ら
ず
、

勤
務
先
情
報
や
こ
れ
ま
で
の
職
歴
と

業
績
、
ス
キ
ル
な
ど
、
企
業
の
採
用

担
当
者
か
ら
み
て
有
益
な
情
報
が
入

手
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
利
用

者
側
に
は
、
ど
の
企
業
の
採
用
担
当

者
が
自
分
の
情
報
を
見
た
の
か
と
い

う
情
報
も
提
供
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
利
用
者
は
ど
の
企
業
の
採
用
担

当
者
が
自
分
に
関
心
が
あ
る
の
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

採
用
活
動
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く

日
本
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
就
職
活
動
を
省
略
し
た
「
就

活
」
に
か
け
た
「
ソ
ー
活
」
が
そ
う

で
あ
る
。

す
べ
て
の
ツ
ー
ル
で
採
用
活
動
の

利
用
が
増
加

　

調
査
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
毎
年
実

施
し
て
お
り
、
今
年
で
五
回
目
。
五

月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
人
事
担
当

者
お
よ
び
採
用
担
当
者
八
〇
〇
人
以

上
か
ら
回
答
を
得
た
。

　

前
年
二
〇
一
一
年
と
の
比
較
で
は
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
リ
ン
ク
ト
イ
ン
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
で
「
活
用

し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
す
る
回
答
が

増
え
て
い
る
。
リ
ン
ク
ト
イ
ン
は
八

七
％
か
ら
九
三
％
へ
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
は
五
五
％
か
ら
六
六
％
へ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
四
七
％
か
ら
五
四
％

へ
増
加
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
が
採
用
活
動

に
お
い
て
「
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て

い
る
」
と
す
る
回
答
は
調
査
を
開
始

し
た
五
年
前
の
七
八
％
か
ら
九
二
％

へ
と
大
き
く
伸
び
た
。

面
接
や
応
募
書
類
で
わ
か
る
以
上

の
情
報
を
入
手

　

採
用
担
当
者
は
得
ら
れ
た
情
報
に

ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
て
い
る
の

か
、
調
査
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
聞

い
て
い
る
。

　

情
報
か
ら
悪
い
印
象
を
受
け
る
と

し
た
の
は
、「
不
法
薬
物
使
用
」
が
七

八
％
、「
同
性
愛
」
が
六
七
％
、「
文
法

上
の
間
違
い
や
ス
ペ
ル
ミ
ス
」
が
五

四
％
だ
っ
た
。
中
立
的
な
印
象
と
し

た
の
は
、「
政
治
的
お
よ
び
宗
教
的
な

意
見
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
六
二
％
と
五

三
％
。
肯
定
的
な
印
象
を
受
け
る
と

し
た
の
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

活
動
」
で
六
六
％
だ
っ
た
。

　

実
際
に
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
を
活
用

し
て
採
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答

し
た
企
業
の
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
割
合
は
、
二
〇
一
〇
年
に
五

八
％
、
一
一
年
に
六
三
％
、
一
二
年

に
は
七
三
％
と
な
っ
た
。
内
訳
は
、

リ
ン
ク
ト
イ
ン
を
通
じ
た
候
補
者
の

う
ち
八
九
％
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

う
ち
二
五
％
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
う
ち

一
五
％
が
採
用
へ
結
び
つ
い
た
と
す

る
。ま
た
、四
三
％
が
こ
れ
ら
の
ツ
ー

ル
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
採
用

候
補
者
の
質
が
向
上
し
た
と
回
答
し

た
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
ツ
ー
ル
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
採
用
候
補
者
の
交

友
関
係
や
よ
り
詳
細
な
個
人
情
報
、

日
常
的
な
情
報
発
信
な
ど
、
全
方
位

的
な
評
価
を
行
う
傾
向
が
強
ま
っ
て

き
て
い
る
と
言
え
る
。

【
参
考
資
料
】

Jobvite 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://recruiting.

jo
b

v
ite

.c
o

m
/re

so
u

rc
e

s/so
c

ia
l-

recruiting-survey.php

）
二
〇
一
二
年
七

月
二
七
日
閲
覧 

（
国
際
研
究
部　

山
崎　

憲
）

ド
イ
ツ

低
賃
金
労
働
者
が
増
加
―

「
雇
用
の
奇
跡
」
の
影
で

　

ド
イ
ツ
は
一
九
九
〇
年
代
の
硬
直

し
た
労
働
市
場
と
高
失
業
率
と
い
う

反
省
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、

雇
用
や
労
働
時
間
の
柔
軟
化
を
推
進

し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
八

年
の
金
融
危
機
の
際
に
は
そ
の
柔
軟

性
を
活
用
し
て
大
量
の
失
業
者
を
出

す
こ
と
な
く
雇
用
を
回
復
さ
せ
、
他

国
か
ら
「
雇
用
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ

た
。
現
在
も
近
隣
諸
国
が
高
失
業
率

に
苦
し
む
中
、七
月
の
失
業
率
は
六
・
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八
％
（
季
調
値
）
と
低
く
安
定
的
に

推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
賞

賛
の
陰
で
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
低
賃

金
労
働
が
拡
大
し
て
お
り
、
専
門
家

か
ら
懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

労
働
者
の
五
人
に
一
人
が
低
賃
金

　
「
低
賃
金
労
働
者
」
と
は
、
平
均

名
目
賃
金
（
時
給
）
の
三
分
の
二
未

満
の
額
で
働
く
者
を
指
す
。
こ
の
基

準
に
従
っ
て
社
会
経
済
パ
ネ
ル
調
査

（
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｐ
）
を
分
析
す
る
と
、
二

〇
一
〇
年
は
時
給
九
・
一
五
ユ
ー
ロ

未
満
で
働
く
労
働
者
が
こ
れ
に
該
当
。

学
生
や
年
金
受
給
者
を
含
め
て
約
七

九
二
万
人
の
労
働
者
が
低
賃
金
で
働

き
、
全
労
働
者
の
二
三
・
一
％
を
占

め
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
の
六
六
三

万
人
と
比
較
す
る
と
約
二
割
も
増
え

て
い
る
（
図
）。

　

低
賃
金
労
働
者
の
平
均
時
給
を
み

る
と
、旧
東
独
地
域
で
六
・
五
二
ユ
ー

ロ
、
旧
西
独
地
域
で
六
・
六
八
ユ
ー

ロ
と
、
基
準
額
の
九
・
一
五
ユ
ー
ロ

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
た
。
さ
ら
に

時
給
六
ユ
ー
ロ
未
満
で
働
く
労
働
者

は
二
五
〇
万
人
強
に
の
ぼ
り
、
う
ち

八
〇
万
人
は
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者

だ
っ
た
。
月
給
に
換
算
す
る
と
約
一

〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
し
か
な
ら
ず
、
低

賃
金
労
働
者
の
約
三
分
の
一
弱
が
劣

悪
な
労
働
条
件
で
働
い
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

低
賃
金
リ
ス
ク
が
も
っ
と
も
高
い

僅
少
労
働
者

　

デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
・
エ
ッ
セ
ン
大

学
労
働
資
格
研
究
所
（
Ｉ
Ａ
Ｑ
）
の

カ
リ
ナ
研
究
員
と
ヴ
ァ
イ
ン
コ
ッ
プ

フ
研
究
員
が
共
同
で
行
っ
た
分
析
に

よ
る
と
、
低
賃
金
リ
ス
ク
が
も
っ
と

も
高
い
の
は
僅
少
労
働
者
だ
。
僅
少

労
働
（
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
）
と
は
、
月
四

〇
〇
ユ
ー
ロ
以
下
の
収
入
で
、
所
得

税
と
社
会
保
険
料
の
労
働
者
負
担
分

が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
（
た
だ

し
、
使
用
者
は
免
除
さ
れ
ず
、
三
割

の
社
会
保
険
料
を
負
担
す
る
必
要
が

あ
る
）。
こ
の
雇
用
形
態
は
二
〇
〇

三
年
の
「
ハ
ル
ツ
改
革（
注
）」
に
よ
っ

て
報
酬
の
上
限
が
三
二
五
ユ
ー
ロ
か

ら
四
〇
〇
ユ
ー
ロ
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

週
労
働
時
間
の
制
限
（
最
大
一
五
時

間
）
が
解
除
さ
れ
た
た
め
、
結
果
と

し
て
時
給
の
下
限
が
廃
止
さ
れ
て
以

降
、
急
速
に
拡
大
し
た
。

　

前
述
の
Ｉ
Ａ
Ｑ
に
よ
る
と
、
僅
少

労
働
者
の
七
一
％
は
低
賃
金
で
働
い

て
お
り
、
そ
の
う
ち
三
六
％
は
時
給

六
ユ
ー
ロ
未
満
、
二
五
％
弱
は
時
給

五
ユ
ー
ロ
未
満
で
働
く
な
ど
、
極
端

な
低
賃
金
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

労
働
組
合
は
、
ハ
ル
ツ
改
革
を
完

全
に
否
定
し
て
い
な
い
が
、
特
に
改

革
に
よ
る
柔
軟
化
の
成
功
例
と
さ
れ

て
い
る
僅
少
労
働
の
状
況
に
は
以
前

か
ら
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ

労
働
総
同
盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
は
、「
僅
少

労
働
者
の
三
分
の
二
は
女
性
で
、
多

く
が
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
働
い
て
い
る
。

僅
少
労
働
の
急
増
は
社
会
保
障
義
務

の
あ
る
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用
へ
の
橋
渡

し
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
が
実
情

だ
」
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
「
僅

少
労
働
が
生
活
を
保
障
す
る
に
は
十

分
な
所
得
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
か

ら
、
む
し
ろ
女
性
の
経
済
的
な
従
属

性
を
強
め
る
結
果
と
な
り
、
労
働
市

場
の
性
別
に
よ
る
分
断
化
が
進
む
の

で
は
な
い
か
」
と
の
懸
念
も
表
明
し

て
い
る
。

  
ま
た
、
Ｉ
Ａ
Ｑ
の
分
析
に
よ
る
と
、

僅
少
労
働
者
に
続
い
て
低
賃
金
リ
ス

ク
が
高
い
の
は
、
有
期
で
働
く
若
年

労
働
者
や
外
国
人
労
働
者
と
な
っ
て

い
る
。

低
賃
金
の
改
善
に
法
定
最
低
賃
金

導
入
を

　

Ｉ
Ａ
Ｑ
は
、
低
賃
金
労
働
の
拡
大

を
抑
制
す
る
方
策
と
し
て
「
全
業
種

に
対
す
る
法
定
最
低
賃
金
の
導
入
」

を
提
言
し
て
い
る
。「
時
給
八
・
五

〇
ユ
ー
ロ
の
法
定
最
低
賃
金
が
導
入

さ
れ
れ
ば
、
雇
用
労
働
者
の
五
人
に

一
人
が
賃
上
げ
の
恩
恵
を
受
け
、
さ

ら
に
性
別
で
は
男
性
の
一
五
％
弱
、

女
性
の
約
二
五
％
が
、
地
域
で
は
旧

西
独
地
域
の
一
七
％
、
旧
東
独
地
域

の
六
〇
％
強
の
労
働
者
の
待
遇
が
改

善
さ
れ
る
」
と
推
計
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
導
入
時
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
業
種
を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
業
種
と
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
結

論
付
け
て
い
る
。

［
注
］

　
「
ハ
ル
ツ
改
革
」
と
は
、
二
〇
〇
〇
年
代

前
半
に
行
わ
れ
た
就
労
促
進
を
目
的
と
す

る
規
制
緩
和
や
失
業
給
付
の
見
直
し
な
ど

の
一
連
の
労
働
市
場
改
革
を
指
す
。
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フ
ラ
ン
ス

超
過
勤
務
手
当
の
税
・
社
会

保
険
料
減
免
措
置
を
縮
小
―

政
府
が
歳
入
増
加
策
を
発
表

　

五
月
の
大
統
領
選
に
続
き
六
月
の

国
民
議
会
選
で
も
勝
利
を
収
め
、
政

権
基
盤
を
固
め
た
社
会
党
は
、
公
約

の
実
行
を
進
め
て
い
る
。
政
府
は
七

月
四
日
、
財
政
赤
字
を
今
年
末
に
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
四
・
五
％
以
下
に
抑
え
る

た
め
、
七
二
億
ユ
ー
ロ
の
歳
入
増
加

を
め
ざ
す
と
し
た
法
案
を
決
定
し
た
。

贈
与
や
相
続
に
対
す
る
課
税
の
強
化

や
、
大
企
業
に
対
す
る
課
税
の
強
化
、

超
過
勤
務
手
当
に
係
る
税
・
社
会
保

険
料
減
免
措
置
の
縮
小
な
ど
が
主
な

内
容
で
あ
る
。
サ
ル
コ
ジ
前
政
権
が

決
定
し
て
い
た
消
費
税
の
税
率
引
き

上
げ
を
実
施
し
な
い
こ
と
も
決
め
る

な
ど
、
政
権
交
代
を
印
象
付
け
る
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
党
、
国
民
議
会
議
員
総
選
挙

で
も
勝
利

　

フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
議
員
総
選
挙

（
１
）は
六
月
一
〇
日
に
第
一
回
投
票

が
実
施
さ
れ
、
三
六
選
挙
区
で
当
選

者
が
決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
、
社
会

党（
お
よ
び
社
会
党
系
）が
二
三
人
を

占
め
、
対
し
て
サ
ル
コ
ジ
前
大
統
領

の
所
属
政
党（
右
派
）の
民
衆
運
動
連

合
・
Ｕ
Ｍ
Ｐ（
お
よ
び
同
党
系
）は
七

人
に
と
ど
ま
っ
た
。
決
選
投
票
は
六

月
一
七
日
に
実
施
さ
れ
、
や
は
り
社

会
党
な
ど
左
派
が
圧
勝
し
、
国
民
議

会
の
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
具
体
的
に
は
、
左
派
が
三
四
三

議
席
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
て
、
右

派
は
二
二
九
議
席
に
と
ど
ま
っ
た（
残

り
は
、
中
道
政
党
・
民
主
運
動
Ｍ
Ｏ

Ｄ
Ｅ
Ｍ
お
よ
び
極
右
政
党
・
国
民
戦

線
Ｆ
Ｎ
）。
社
会
党
系
は
三
〇
二
議

席
を
確
保
、
現
政
権
に
閣
僚
を
出
し

て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・

緑
の
党
（E

urope É
cologie L

es 
V

erts

）
も
一
八
議
席
を
獲
得
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
右
派
・
民
衆
運
動

連
合
Ｕ
Ｍ
Ｐ
系
は
、
改
選
前
の
三
一

九
議
席
か
ら
大
き
く
後
退
し
、
二
〇

六
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
。
同
党
の
候

図　低賃金労働者数の推移

資料出所：IAQ2012 
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補
者
の
う
ち
、
女
性
閣
僚
と
し
て
国

防
相
や
内
相
、
法
相
な
ど
の
要
職
を

歴
任
し
た
ア
リ
オ
・
マ
リ
氏
な
ど
閣

僚
経
験
者
も
多
数
落
選
し
て
い
る
。

社
会
党
で
は
、
総
選
挙
に
出
馬
し
た

現
職
閣
僚
は
全
員
当
選
し
た
が
、
二

〇
〇
七
年
の
同
党
大
統
領
候
補
で

あ
っ
た
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
氏
や
ラ
ン
グ
元

文
化
相
な
ど
が
落
選
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
国
民
議
会
選
挙
で

は
、
極
右
政
党
・
国
民
戦
線
Ｆ
Ｎ
が
、

一
九
八
六
年
以
来
二
六
年
ぶ
り
に
議

席
を
獲
得
し
た
。
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ

ン
党
首
は
、
社
会
党
の
候
補
者
に
お

よ
そ
一
〇
〇
票
及
ば
ず
落
選
し
た
が
、

同
氏
の
姪
（
す
な
わ
ち
、
ジ
ャ
ン
＝

マ
リ
ー
・
ル
ペ
ン
前
党
首
の
孫
）
な

ど
三
候
補
者
が
当
選
し
た
。
今
年
四

月
の
大
統
領
選
で
、
ル
ペ
ン
党
首
が

善
戦
し
た
の
に
加
え
て
、
国
民
戦
線

が
国
会
で
も
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と

で
、
移
民
排
斥
な
ど
を
主
張
す
る
同

党
の
存
在
感
が
増
し
て
い
る
こ
と
が

改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

オ
ラ
ン
ド
新
政
権
は
、
今
次
選
挙

の
勝
利
に
よ
り
、
国
民
議
会
の
過
半

数
を
占
め
て
政
権
基
盤
を
固
め
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
つ
ま
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
公
約
の
実
現
に
向
け
た
環
境
が

整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

財
政
赤
字
の
縮
小
を
最
優
先

　

政
府
は
七
月
四
日
、
二
〇
一
二
年

の
修
正
予
算
法
案
を
閣
議
決
定
し
国

会
に
提
出
し
た
。
オ
ラ
ン
ド
大
統
領

は
、
歳
入
の
拡
大
及
び
歳
出
の
削
減

に
よ
り
公
的
財
政
の
赤
字
を
縮
小
さ

せ
、
国
の
国
際
的
な
信
用
を
確
保
し
、

二
〇
一
七
年
末
に
は
財
政
を
均
衡
さ

せ
る
こ
と
を
公
約
に
し
て
い
た
が
、

こ
の
法
案
は
、
そ
の
実
現
へ
向
け
た

第
一
歩
と
な
る
。

　

大
統
領
府
に
よ
る
と
、
現
政
権
は
、

二
〇
一
二
年
当
初
予
算
と
比
べ
て
、

七
一
億
ユ
ー
ロ
の
歳
入
減
を
見
込
ん

で
い
る
。
そ
の
う
ち
、
五
九
億
ユ
ー

ロ
は
、｢

前
政
権
に
よ
る
楽
観
的
過

ぎ
る
歳
入
見
込
み｣

（
大
統
領
府
）

が
原
因
で
、
二
四
億
ユ
ー
ロ
は
、
二

〇
一
二
年
の
経
済
成
長
率
が
〇
・

三
％
に
と
ど
ま
る
と
の
見
通
し
に
よ

る（
２
）。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、

当
初
予
算
と
比
べ
て
歳
入
増
と
な
る

項
目
も
あ
り
（
具
体
的
な
項
目
は
明

示
せ
ず
）、
そ
れ
が
一
二
億
ユ
ー
ロ

で
あ
る
と
大
統
領
府
で
は
予
測
し
て

い
る
。

　

こ
の
歳
入
減
を
補
う
た
め
、
二
〇

一
二
年
末
ま
で
に
七
二
億
ユ
ー
ロ
の

歳
入
が
増
加
す
る
施
策
が
、
こ
の
修

正
予
算
法
案
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
れ
は
、
二
〇
一
二
年
の
財
政
赤
字

を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
四
・
五
％
に
抑
制
さ
せ

る
と
い
う
目
標
の
達
成
を
目
的
に
し

て
い
る
（
二
〇
一
一
年
の
財
政
赤
字

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
五
・
二
％
）。
た
だ
、

こ
の
増
税
は
、｢

公
正
さ
を
確
保
す

る
た
め
、
負
担
能
力
の
あ
る
者
に
求

め
る｣

（
大
統
領
府
）
と
し
、
低
所

得
者
な
ど
の
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
と
し
て
い
る
。

　

主
な
歳
入
増
加
・
歳
出
削
減
策
は
、

下
記
の
通
り
。

（
１
）
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
中

止
と
資
産
収
入
へ
の
課
税
強
化

　

前
政
権
が
決
定
し
た「
現
在
一
九
・

六
％
の
消
費
税
Ｔ
Ｖ
Ａ
（
付
加
価
値

税
）
の
一
般
税
率
を
、
今
年
一
〇
月

一
日
か
ら
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
引
き
上

げ
、
二
一
・
二
％
と
す
る｣

と
い
う

規
定
を
廃
止
す
る
。
こ
れ
は
、
消
費

税
の
税
率
引
き
上
げ
に
よ
り
、
国
民

の
実
質
購
買
力
が
年
間
一
〇
六
億

ユ
ー
ロ
（
大
統
領
府
試
算
）
低
下
し
、

景
気
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ

る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
同
時
に
制

定
さ
れ
た｢

一
般
福
祉
税
の
う
ち
資

産
収
入
に
課
さ
れ
る
税
率
を
二
ポ
イ

ン
ト
引
き
上
げ
、
現
行
の
八
・
二
％

か
ら
一
〇
・
二
％
と
す
る｣

と
い
う

規
定
は
維
持
す
る
。

（
２
）
超
過
勤
務
手
当
に
係
る
所
得

税
お
よ
び
社
会
保
険
料
の
減
免
措
置

の
大
幅
縮
小

　

サ
ル
コ
ジ
前
大
統
領
の
二
〇
〇
七

年
の
大
統
領
選
に
お
け
る
公
約
と
し

て
掲
げ
て
い
た｢

よ
り
多
く
働
き
、

よ
り
多
く
稼
ぐ｣

こ
と
の
で
き
る
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
導
入
さ
れ
た

超
過
勤
務
手
当
に
係
る
所
得
税
お
よ

び
社
会
保
険
料
の
減
免
措
置
を
、
大

幅
に
縮
小
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
サ

ル
コ
ジ
前
大
統
領
は
、
就
任
後
間
も

な
い
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
か
ら
、
時

間
外
労
働
を
促
進
さ
せ
、
超
過
勤
務

手
当
が
適
用
さ
れ
る
給
与
を
増
加
さ

せ
、
国
民
の
購
買
力
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
こ
の
超
過
勤
務
手
当
に

係
る
所
得
税
お
よ
び
社
会
保
険
料
の

減
免
措
置
を
実
行
に
移
し
た
。
現
政

権
は
、
こ
の
施
策
に
対
す
る
政
府
の

財
政
負
担
が
重
い
も
の
の
、
超
過
勤

務
時
間
に
対
す
る
影
響
が
限
定
的
で

あ
る
と
し
、
今
年
九
月
一
日
を
も
っ

て
、
同
従
業
員
数
二
〇
人
以
下
の
企

業
に
限
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
お
よ
そ
年
間
三
〇
億
ユ
ー

ロ
の
歳
出
が
削
減
で
き
る
と
し
て
い

る
。

　

経
済
誌L

es E
chos

に
よ
る
と
、

現
在
お
よ
そ
九
〇
〇
万
人
の
雇
用
労

働
者
が
、
こ
の
減
免
措
置
の
恩
恵
を

受
け
て
い
る
。
特
に
、
時
間
外
労
働

に
従
事
す
る
者
が
多
い
建
設
業
な
ど

の
現
場
労
働
者
や
教
員
な
ど
で
、
こ

の
措
置
の
縮
小
の
影
響
が
大
き
い
と

し
て
い
る
。

（
３
）
相
続
税
及
び
生
前
贈
与
に
係

る
贈
与
税
の
非
課
税
枠
の
縮
小

　

相
続
税
の
非
課
税
枠
を
、
相
続
人

一
人
当
た
り
現
行
の
一
五
万
九
三
二

五
ユ
ー
ロ
か
ら
一
〇
万
ユ
ー
ロ
へ
引

き
下
げ
る
。
同
様
に
、
法
定
相
続
人

一
人
当
た
り
に
対
す
る
生
前
贈
与
に

か
か
る
贈
与
税
の
非
課
税
枠
を
、
現

行
の
一
〇
年
当
た
り
一
五
万
九
三
二

五
ユ
ー
ロ
（
生
前
贈
与
額
が
、
一
〇

年
間
の
合
計
で
一
五
万
九
三
二
五

ユ
ー
ロ
に
満
た
な
い
場
合
は
、
贈
与

税
が
課
税
さ
れ
な
い
）
か
ら
、
一
五

年
当
た
り
一
〇
万
ユ
ー
ロ
へ
引
き
下

げ
る
。

（
４
）
高
額
資
産
所
有
者
に
対
す
る

課
税
強
化

　

課
税
評
価
額
八
〇
万
ユ
ー
ロ
以
上

の
資
産
所
有
者
に
対
し
て
、
同
額
を

超
え
る
所
有
資
産
額
を
対
象
に
、〇
・

五
五
％
（
八
〇
万
ユ
ー
ロ
～
一
三
一

万
ユ
ー
ロ
）
か
ら
一
・
八
％
（
一
六

七
九
万
ユ
ー
ロ
以
上
）
を
臨
時
課
税

す
る
（
二
〇
一
二
年
の
み
の
措
置
）。

（
５
）
従
業
員
貯
蓄
制
度
へ
の
企
業
の

拠
出
金
に
対
す
る
課
税
強
化

　

フ
ラ
ン
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
従
業

員
貯
蓄
制
度
（épargne salariale

）

が
あ
る
が
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
企

業
の
拠
出
金
に
対
す
る
課
税
料
率
を

現
行
の
八
％
か
ら
二
〇
％
へ
と
引
き

上
げ
る
。

　

こ
れ
ら
歳
入
増
加
・
歳
出
削
減
策

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
二
〇
一
二
年
修

正
予
算
法
案
は
、
七
月
一
六
日
か
ら

国
会
で
の
審
議
が
始
ま
っ
た
。
野
党

と
な
っ
た
民
衆
運
動
連
合
・
Ｕ
Ｍ
Ｐ

は
、
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
時
代
の
看
板

で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
政
策
（
す
な

わ
ち
超
過
勤
務
手
当
に
係
る
所
得
税

お
よ
び
社
会
保
険
料
の
減
免
措
置
や

消
費
税
引
き
上
げ
）
の
縮
小
・
廃
止

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
の
法
案
に

強
く
反
発
し
て
い
る
が
、
国
会
で
は

現
与
党
が
多
数
派
を
占
め
る
た
め
、

法
案
は
国
会
で
可
決
さ
れ
、
こ
れ
ら

施
策
は
順
次
実
行
に
移
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。

［
注
］

１　

フ
ラ
ン
ス
の
国
民
議
会
（
下
院
、
日

本
の
衆
議
院
に
相
当
）
の
選
挙
制
度
は
、

一
選
挙
区
で
一
議
席
を
争
う
完
全
小
選

挙
区
制
度
で
、
総
定
数
は
五
七
七
議
席

で
あ
る
。
第
一
回
投
票
で
は
、
有
効
投

票
総
数
の
過
半
数
を
得
て
、
か
つ
登
録
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有
権
者
数
の
二
五
％
以
上
を
獲
得
し
た

候
補
者
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
候
補
者

が
当
選
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大

半
の
選
挙
区
で
は
第
一
回
投
票
で
は
当

選
者
が
決
ま
ら
ず
、
第
一
回
投
票
で
登

録
有
権
者
数
の
一
二
・
五
％
以
上
の
票

を
得
た
候
補
者
に
よ
る
第
二
回
投
票
が

一
週
間
後
に
実
施
さ
れ
、
そ
こ
で
の
最

多
得
票
者
が
当
選
者
と
な
る
。

２　

エ
ロ
ー
首
相
は
七
月
三
日
、
二
〇
一

二
年
の
国
内
総
生
産
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
率

に
関
す
る
政
府
の
予
想
を
、
前
政
権
が

予
想
し
て
い
た
〇
・
七
％
か
ら
〇
・
三
％

へ
と
下
方
修
正
し
た
。
同
時
に
、
二
〇

一
三
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
伸
び
率
の
予
想
も
、

一
・
七
五
％
か
ら
一
・
二
％
へ
と
引
き

下
げ
て
い
る
。

【
資
料
出
所
】
海
外
情
報
協
力
員

（
国
際
研
究
部
）

中
国

出
入
国
管
理
法
が
来
年
か
ら

施
行

　

全
人
代
常
務
委
員
会
は
六
月
、「
出

入
国
管
理
法
」
を
可
決
し
た
。
来
年

七
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
就
労
ビ
ザ

に
よ
る
滞
在
証
明
の
最
短
期
間
が
一

八
〇
日
間
か
ら
九
〇
日
間
に
短
縮
さ

れ
た
。
ま
た
外
国
人
の
高
度
人
材
の

獲
得
を
め
ざ
す
「
タ
レ
ン
ト
ビ
ザ
」

の
創
設
に
つ
い
て
も
、
法
規
に
盛
り

込
ま
れ
た
。
背
景
に
は
外
国
人
滞
在

者
の
急
増
に
対
す
る
管
理
の
強
化
、

お
よ
び
国
内
で
不
足
し
が
ち
な
高
度

人
材
の
確
保
の
意
図
が
あ
る
。

来
年
七
月
か
ら
施
行

　

第
一
一
期
全
国
人
民
代
表
大
会
常

務
委
員
会
に
お
い
て
、「
出
入
国
管
理

法
」
の
改
正
案
が
通
過
し
た（
注
）。

来
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

出
入
国
管
理
法
に
よ
っ
て
、
外
国
人

の
就
労
ビ
ザ
の
最
短
期
間
が
旧
来
よ

り
短
縮
さ
れ
た
。
現
行
は
就
労
ビ
ザ

の
最
短
期
間
は
一
八
〇
日
間
で
あ
る

が
、
九
〇
日
間
に
短
縮
さ
れ
る
。
人

民
代
法
律
委
員
会
の
張
副
委
員
長
は

今
回
の
改
正
に
つ
い
て
「
こ
の
改
正

は
、
外
国
人
の
一
時
的
労
働
者
の
う

ち
、
滞
在
期
間
が
半
年
を
超
え
な
い

者
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

不
法
に
滞
在
し
た
場
合
、
悪
質
な

事
案
に
対
し
て
は
一
万
元
を
超
え
な

い
範
囲
で
一
日
に
つ
き
五
〇
〇
元
の

罰
金
ま
た
は
五
日
以
上
一
五
日
以
下

の
拘
留
処
分
が
下
さ
れ
る
。
不
法
就

労
に
対
し
て
は
、
使
用
者
お
よ
び
就

労
者
を
紹
介
し
た
者
に
対
し
て
罰
金

が
科
さ
れ
る
。
使
用
者
に
対
し
て
は
、

一
〇
万
元
を
超
え
な
い
範
囲
で
不
法

な
雇
用
一
人
に
つ
き
一
万
元
の
罰
金

を
科
す
。
紹
介
者
に
対
し
て
は
五
万

元
を
超
え
な
い
範
囲
で
不
法
な
紹
介

一
人
に
つ
き
五
〇
〇
〇
元
の
罰
金
を

科
す
（
紹
介
者
が
組
織
の
場
合
は
、

一
〇
万
元
を
超
え
な
い
範
囲
）。

　

外
国
人
の
使
用
者
に
対
す
る
法
規

と
し
て
は
、「
労
働
者
へ
の
労
働
報
酬

を
支
払
わ
な
か
っ
た
者
は
、
国
務
院

関
連
部
門
ま
た
は
省
、
自
治
区
、
人

民
政
府
が
出
国
の
禁
止
を
決
定
し
た

場
合
、
出
国
が
禁
止
さ
れ
る
（
第
二

八
条
）」
と
い
う
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

ま
た
出
入
国
管
理
法
で
は
、
高
度

人
材
獲
得
の
た
め
の
「
タ
レ
ン
ト
ビ

ザ
」
の
創
設
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

「
専
門
の
人
材
、
投
資
家
あ
る
い
は

人
道
的
な
理
由
な
ど
で
滞
在
要
件
を

変
更
す
る
者
に
は
滞
在
許
可
証
が
発

行
さ
れ
得
る
（
第
三
一
条
）」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
未
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
将
来
的
に
外
国
人
の
高
度

人
材
獲
得
の
た
め
の
ビ
ザ
制
度
が
創

設
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

急
増
す
る
外
国
人

　

不
法
入
国
・
不
法
滞
在
・
不
法
就

労
の
い
わ
ゆ
る
「
三
非
外
国
人
」
に

対
す
る
罰
則
強
化
の
背
景
に
は
、
合

法
不
法
を
問
わ
ず
外
国
人
の
滞
在

者
・
労
働
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
近
年
の
急
激
な
経
済
成
長

と
い
う
要
因
も
あ
り
、
外
国
人
は
増

加
の
一
途
だ
。
二
〇
〇
〇
年
に
七
・

四
万
人
で
あ
っ
た
外
国
人
就
労
者
は
、

二
〇
一
一
年
に
は
二
二
万
人
ま
で
増

加
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
警
察

が
不
法
入
国
・
不
法
滞
在
・
不
法
就

労
と
し
て
調
査
し
た
事
案
は
二
万
件

に
上
り
、
一
九
九
五
年
か
ら
倍
増
し

て
い
る
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、

不
法
滞
在
の
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
の

事
案
も
た
び
た
び
報
道
さ
れ
て
い
る
。

北
京
市
は
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
、

今
年
五
月
か
ら
「
一
〇
〇
日
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
称
し
て
不
法
滞
在
者
の

取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
る
。

高
度
人
材
の
確
保
は
海
外
頼
み

　
「
出
入
国
管
理
法
」
に
お
い
て
は
、

三
非
外
国
人
に
対
す
る
罰
則
強
化
と

い
う
厳
し
い
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た

一
方
で
、
高
度
人
材
獲
得
の
た
め
の

「
タ
レ
ン
ト
ビ
ザ
」
の
創
設
に
つ
い

て
も
言
及
さ
れ
た
。
背
景
に
は
、
国

内
で
高
度
人
材
を
十
分
に
確
保
出
来

て
い
な
い
点
が
あ
る
。

　

現
在
国
内
で
は
、
各
地
に
重
点
大

学
・
重
点
研
究
施
設
を
設
置
・
認
定

す
る
な
ど
し
て
高
度
人
材
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ

一
〇
年
で
二
倍
以
上
に
大
学
生
が
増

加
す
る
一
方
で
、
教
員
の
質
・
量
は

共
に
そ
れ
に
追
い
付
い
て
お
ら
ず
、

高
度
人
材
を
十
分
に
は
育
成
で
き
て

い
な
い
。

　

ま
た
現
在
中
国
政
府
は
海
外
に
留

学
し
た
者
へ
の
帰
国
支
援
も
積
極
的

に
実
施
し
て
い
る
。
留
学
生
に
対
し

て
帰
国
後
の
住
宅
や
戸
籍
、
税
金
の

面
で
優
遇
す
る
「
長
江
学
者
奨
励
計

画
」
や
「
一
〇
〇
〇
人
計
画
」
だ
。

し
か
し
計
画
は
順
調
と
は
言
え
ず
、

一
九
七
八
年
の
改
革
開
放
以
来
、
述

べ
一
九
一
万
人
が
海
外
に
留
学
し
た

が
、
そ
の
う
ち
国
内
に
帰
国
し
た
の

は
六
三
万
人
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
「
タ
レ
ン
ト
ビ
ザ
」
創
設

は
海
外
の
自
国
人
材
に
と
ど
ま
ら
ず
、

外
国
人
の
高
度
人
材
に
つ
い
て
も
獲

得
を
強
化
す
る
も
の
だ
。
人
的
資
源

社
会
保
障
部
の
尹
部
長
は
「
外
国
人

の
高
度
人
材
に
対
し
て
は
、
税
金
、

社
会
保
障
、
子
女
の
教
育
や
研
究
資

金
の
調
達
等
で
利
益
が
得
ら
れ
る
よ

う
な
政
策
を
実
施
し
た
い
」
と
述
べ

て
い
る
。

［
注
］

　

旧
法
は
外
国
人
出
入
国
管
理
法
と
公
民

出
入
国
管
理
法
。
出
入
国
管
理
法
の
施
行

を
以
っ
て
廃
止
さ
れ
る
。

【
参
考
資
料
】
海
外
委
託
調
査
員
、
人
民

政
府
、
チ
ャ
イ
ナ
デ
イ
リ
ー

（
国
際
研
究
部
）

韓
国

育
児
期
の
短
時
間
勤
務
が
容

易
に

　
「
男
女
雇
用
平
等
お
よ
び
仕
事
と

家
庭
の
両
立
に
関
す
る
法
律
」
の
改

正
法
が
七
月
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、

八
月
二
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
こ
の

法
改
正
に
よ
り
、
経
済
的
理
由
で
育

児
休
暇
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
労
働

者
の
短
時
間
勤
務
が
容
易
に
な
る
と

と
も
に
、
病
気
の
家
族
を
介
護
す
る

労
働
者
が
三
カ
月
間
の
介
護
休
暇
取

得
後
、
職
場
復
帰
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。

短
時
間
勤
務
制
度
の
概
要

　

育
児
期
の
短
時
間
勤
務
制
度
は
、

就
学
前
（
六
歳
以
下
）
の
子
供
を
持

つ
労
働
者
が
育
児
休
暇
を
取
得
す
る

代
わ
り
に
短
時
間
勤
務
し
、
子
供
の

面
倒
を
み
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
。
二
○

○
八
年
に
導
入
さ
れ
、
同
年
一
月
一

日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
供
に
の
み
適

用
さ
れ
て
い
る
。
育
児
期
に
短
時
間

勤
務
を
希
望
す
る
労
働
者
は
、
短
時

間
勤
務
の
始
期
と
終
期
、
就
労
時
間

を
記
入
し
た
申
請
書
を
短
時
間
勤
務

開
始
日
の
少
な
く
と
も
三
○
日
前
ま

で
に
使
用
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。

　

労
働
者
は
、
週
当
た
り
労
働
時
間

を
一
五
～
三
○
時
間
に
短
縮
す
る
こ

と
が
で
き
、
賃
金
は
労
働
時
間
に
比

例
し
て
支
払
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
月

給
二
○
○
万
ウ
ォ
ン
の
労
働
者
が
週

労
働
時
間
を
四
○
時
間
か
ら
二
五
時

間
に
短
縮
し
た
場
合
、
賃
金
は
労
働

時
間
に
比
例
し
て
一
二
五
万
ウ
ォ
ン

に
減
少
す
る
。
他
方
、
労
働
者
は
、

育
児
休
暇
手
当
八
○
万
ウ
ォ
ン
（
賃

金
の
四
○
％
）
に
、
週
労
働
時
間
に

対
す
る
短
縮
し
た
労
働
時
間
の
割
合

（
一
五
時
間
／
四
○
時
間
）
を
乗
じ

て
算
定
さ
れ
る
労
働
時
間
短
縮
手
当

三
○
万
ウ
ォ
ン
を
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

使
用
者
側
に
も
育
児
休
暇
の
た
め

の
助
成
金
と
し
て
月
額
二
○
万
ウ
ォ

ン
が
支
給
さ
れ
る
。
支
給
要
件
は
、

①
労
働
者
に
育
児
休
暇
を
三
○
日
以

上
付
与
す
る
こ
と
②
育
児
休
暇
が
終

了
し
た
労
働
者
を
少
な
く
と
も
三
○

日
以
上
継
続
雇
用
す
る
こ
と
―
―
で

あ
る
。
助
成
金
の
二
分
の
一
は
、
労

働
者
を
少
な
く
と
も
六
カ
月
以
上
継

続
雇
用
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
。

使
用
者
の
拒
否
理
由
の
制
限

　
「
男
女
雇
用
平
等
お
よ
び
仕
事
と

家
庭
の
両
立
に
関
す
る
法
律
」
は
、

労
働
者
が
短
時
間
勤
務
を
申
請
し
た

場
合
、
使
用
者
は
こ
れ
を
許
可
し
て

も
よ
い
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
は
使
用
者
が
申
請
を

拒
否
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。
だ

が
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
労
働
者

が
育
児
期
の
短
時
間
勤
務
を
希
望
し

た
場
合
、
使
用
者
は
特
別
な
理
由
が

な
い
限
り
こ
れ
を
許
可
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。
特
別
な
理
由
と
は
、

①
労
働
者
の
勤
続
期
間
が
一
年
未
満

の
場
合
②
労
働
者
の
配
偶
者
が
育
児

休
暇
を
取
得
し
て
い
る
場
合
③
使
用

者
が
少
な
く
と
も
二
週
間
代
替
労
働

者
を
探
し
て
も
み
つ
か
ら
な
か
っ
た

場
合
④
業
務
の
性
質
上
、
労
働
時
間

を
分
割
し
て
勤
務
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
⑤
短
時
間
勤
務
が
通
常
の
事

業
活
動
に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
場

合
―
―
な
ど
。
使
用
者
が
、
正
当
な

理
由
な
し
に
労
働
者
の
短
時
間
勤
務

申
請
を
拒
否
し
た
場
合
、
五
○
○
万

ウ
ォ
ン
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
。
こ

の
法
改
正
は
二
○
一
二
年
八
月
二
日

か
ら
す
べ
て
の
事
業
所
に
適
用
さ
れ
、

育
児
期
の
短
時
間
勤
務
制
度
が
さ
ら

に
普
及
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

家
族
介
護
休
暇
制
度
も
新
た
に
導
入

　

家
族
介
護
休
暇
は
、
家
族
（
両
親
、

子
供
、
配
偶
者
お
よ
び
配
偶
者
の
両

親
）
が
病
気
、
事
故
や
高
齢
に
よ
っ

て
介
護
を
必
要
と
す
る
場
合
、
労
働

者
が
最
長
九
○
日
、
家
族
介
護
の
た

め
の
休
暇
を
取
得
で
き
る
制
度
で
あ

る
。
二
○
一
二
年
八
月
二
日
か
ら
従

業
員
三
○
○
人
以
上
の
事
業
所
に
適

用
さ
れ
、
二
○
一
三
年
二
月
二
日
か

ら
三
○
○
人
以
下
の
事
業
所
に
も
拡

大
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

労
働
者
に
は
、
家
族
が
病
気
に
な
っ

た
場
合
、
年
次
有
給
休
暇
以
外
に
利

用
で
き
る
休
暇
制
度
が
な
か
っ
た
。

新
た
に
導
入
さ
れ
る
家
族
介
護
制
度

は
、
病
気
の
家
族
の
面
倒
を
み
る
た

め
に
仕
事
を
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
労
働
者
に
と
っ
て
、
大
き
な

助
け
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

労
働
者
が
家
族
介
護
休
暇
を
申
請

し
た
場
合
、
使
用
者
は
特
別
な
理
由

が
な
い
限
り
、
こ
れ
を
許
可
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
特
別
な
理
由
と
は
、

①
労
働
者
の
勤
続
期
間
が
一
年
未
満

の
場
合
②
そ
の
他
の
家
族
が
介
護
を

行
え
る
場
合
③
使
用
者
が
二
週
間
代

替
労
働
者
を
探
し
て
も
み
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
④
家
族
介
護
休
暇
が
通

常
の
事
業
活
動
に
重
大
な
支
障
を
及

ぼ
す
場
合
―
―
な
ど
で
あ
る
。

　

家
族
介
護
休
暇
の
取
得
を
希
望
す

る
労
働
者
は
、
介
護
の
対
象
者
、
休

暇
期
間
を
記
入
し
た
申
請
書
を
休
暇

開
始
日
の
少
な
く
と
も
三
○
日
前
ま

で
に
使
用
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
労
働
者
に
対
し
家
族
介
護

休
暇
期
間
中
の
手
当
は
支
給
さ
れ
な

い
が
、
休
暇
期
間
は
勤
続
期
間
に
通

算
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
労
働
者
が

昇
進
、
昇
給
や
退
職
手
当
に
関
し
て

不
利
益
を
被
る
こ
と
は
な
い
。
雇
用

労
働
部
は
、
家
族
介
護
休
暇
を
付
与

す
る
使
用
者
に
対
す
る
支
援
策
に
つ

い
て
、
そ
の
他
の
関
係
政
府
機
関
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

【
参
考
資
料
】
韓
国
雇
用
労
働
部
ｗ
ｅ
ｂ

情
報
、
委
託
調
査
員
レ
ポ
ー
ト

（
国
際
研
究
部
）

Ｉ
Ｌ
Ｏ
①

持
続
可
能
な
雇
用
へ
の
移
行
が

重
要
―
ア
フ
ガ
ン
支
援
で
Ｉ
Ｌ

Ｏ
カ
ブ
ー
ル
所
長
が
報
告 

　

国
際
労
働
機
関（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）カ
ブ
ー

ル
事
務
所
代
表
（
上
級
調
整
官
）
の

ベ
ル
ジ
ェ
氏
は
七
月
九
日
、
日
本
の

関
係
者
に
対
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
報
告
し
た

（
注
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
国
で
は

全
経
済
活
動
の
八
～
九
割
を
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
（
非
公
式

部
門
）
が
占
め
、
多
く
の
労
働
者
が

不
安
定
な
働
き
方
を
し
て
い
る
。
同

国
の
今
後
の
発
展
の
た
め
に
は
、「
持

続
可
能
な
雇
用
へ
の
移
行
」
が
重
要

な
要
素
だ
、
と
同
氏
は
強
調
し
た
。

雇
用
デ
ー
タ
不
足
や
政
策
調
整
機

関
の
不
足

　

同
氏
は
、
前
日
の
八
日
に
開
催
さ

れ
た
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
関
す
る

東
京
会
合
」
に
出
席
す
る
た
め
に
来

日
し
た
。
同
会
合
は
、
支
援
諸
国
や

国
際
機
関
な
ど
の
関
係
者
ら
が
同
国

支
援
の
今
後
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
を
目
的
に
開
か
れ
た
。

　

こ
の
会
合
に
先
立
ち
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は

六
月
五
日
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
：
今

こ
そ
持
続
可
能
な
仕
事
へ
移
行
す
る

時
（A

fghanistan: T
im

e to m
ove 

to sustainable jobs

）」
と
題
す
る

報
告
書
を
発
表
し
て
い
る
。
報
告
書

は
、
①
同
国
で
は
信
頼
で
き
る
雇
用

統
計
や
技
能
需
給
デ
ー
タ
が
不
備
で

現
状
把
握
が
難
し
い
②
短
期
的
支
援

事
業
が
多
く
、
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
取
り
組
み
が
少
な
い
③
雇
用
政
策

に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
や
調
整
機

関
が
不
足
し
て
い
る
―
―
な
ど
を
課

題
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。 

　

同
報
告
書
を
担
当
し
た
ベ
ル
ジ
ェ

氏
は
、「
今
後
こ
の
よ
う
な
課
題
を
克

服
し
た
上
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

開
発
計
画
の
中
心
に
持
続
可
能
な
雇

用
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
働
き

が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
）
を

据
え
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
て
い
る
。 

経
済
の
八
～
九
割
が
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
・
セ
ク
タ
ー

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
全
経
済

活
動
の
八
～
九
割
を
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
・
セ
ク
タ
ー
（
非
公
式
部
門
）
が

占
め
て
い
る
。
農
業
と
サ
ー
ビ
ス
業

が
多
く
、
就
業
者
の
六
割
が
農
業
分

野
で
生
産
性
の
低
い
自
給
自
足
型
生

産
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
際
開
発
支
援
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ

た
雇
用
の
多
く
は
、
臨
時
ま
た
は
一

時
的
な
も
の
で
支
援
の
継
続
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
た
め
、「
持
続
可
能
」

と
言
え
る
状
況
に
は
な
い
。 

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
内
調
査

エルベ・ベルジェ
ILOカブール事務所代表 / 上級調整官
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（N
R

V
A

2007/8

）
に
よ
る
と
、

一
二
〇
六
万
人
い
る
生
産
年
齢
人
口

の
う
ち
労
働
力
人
口
は
八
〇
三
万
人

で
、労
働
力
率
は
六
六
・
六
％
と
な
っ

て
い
る
。失
業
率
は
わ
ず
か
七
・
一
％

（
八
二
・
三
万
人
）
だ
が
、
不
完
全

就
業
率
は
四
八
・
二
％
（
三
八
七
万

人
）、
脆
弱
な
雇
用
で
働
く
者
は
、

労
働
力
人
口
の
七
七
・
〇
％
（
六
一

八
万
人
）
に
達
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ

は
低
い
失
業
率
に
つ
い
て
「
失
業
保

険
な
ど
の
社
会
保
障
が
な
く
、
大
多

数
の
人
が
単
に
失
業
し
て
い
る
余
裕

が
な
い
と
い
う
点
か
ら
解
釈
す
べ
き

だ
」
と
し
て
い
る
。 

　

ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
法
定

就
労
年
齢
は
一
五
歳
だ
が
、
国
連
児

童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
に
よ
る

と
、
三
割
の
子
ど
も
が
児
童
労
働
を

し
て
お
り
、
主
に
牧
畜
・
農
業
、
煉

瓦
工
場
や
絨
毯
工
場
な
ど
で
働
い
て

い
る
。 

　

そ
の
ほ
か
、
二
〇
〇
二
年
以
降
は

五
〇
〇
万
人
を
超
え
る
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
難
民
が
本
国
に
戻
っ
て
き
て
い

る
が
、
調
査
対
象
者
の
三
分
の
一
は

農
業
や
建
設
業
の
日
雇
い
な
ど
で
働

い
て
お
り
、
不
安
定
な
生
活
か
ら
抜

け
出
せ
ず
に
い
る
。 

二
〇
一
五
年
か
ら
「
変
革
の
一
〇

年
」
の
重
点
に 

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
二
〇
一
四

年
末
ま
で
に
、
治
安
権
限
が
国
際
治

安
支
援
部
隊
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
か
ら
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
へ
委
譲
さ
れ
る
。

そ
れ
以
降
の
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇

二
四
年
は
「
変
革
の
一
〇
年

(T
ransform

ation D
ecade)

」
と
位

置
付
け
ら
れ
る
。
今
回
の
東
京
会
合

で
は
、
二
〇
一
五
年
以
降
を
見
据
え

た
、
持
続
可
能
な
開
発
へ
の
道
筋
を

つ
け
る
た
め
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

政
府
が
汚
職
防
止
や
選
挙
制
度
改
革

に
取
り
組
む
こ
と
を
前
提
条
件
に
、

国
際
社
会
は
二
〇
一
五
年
ま
で
に
総

額
一
・
二
八
兆
円
の
支
援
を
行
い
、

二
〇
一
五
年
以
降
も
支
援
を
継
続
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
。 

　

ベ
ル
ジ
ェ
氏
は
、
こ
の
「
変
革
の

一
〇
年
」
に
関
す
る
国
家
計
画
の
中

で
、「
持
続
可
能
な
雇
用
の
創
出
」
に

焦
点
を
当
て
る
べ
き
と
し
て
、
潜
在

的
な
成
長
の
可
能
性
が
高
い
「
鉱
工

業
」
や
「
農
業
」
の
分
野
に
重
点
を

置
い
て
、
雇
用
対
策
に
取
り
組
む
考

え
を
示
し
た
。 

［
注
］

　

本
記
事
は
、
七
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た

ベ
ル
ジ
ェ
氏
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
お
よ
び

同
氏
が
担
当
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
報
告
書

「A
fg

h
a

n
ista

n
: T

im
e

 to
 m

o
v

e
 to 

sustainable jobs

」
に
基
づ
き
作
成
し
た
。 

【
参
考
資
料
】

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
：
今
こ
そ
持
続
可
能

な
仕
事
へ
移
行
す
る
時
」
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
配
布
資
料
（
二
〇
一

二
年
七
月
九
日
）」

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
：
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
の
獲
得
に
よ
る
危
機
か
ら
の
回
復
」

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
総
局
）

「A
fg

h
a

n
ista

n
: T

im
e

 to
 m

o
v

e
 to 

Sustainable Jobs' - A
 Study on the State 

of E
m

ploym
ent in A

fghanistan

（05 
June 2012

）」、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
駐
日
事
務
所
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス（
二
〇
一
二
年
六
月
五
日
）

Ｉ
Ｌ
Ｏ
②

失
業
者
数
が
今
後
四
年
で
四

五
〇
万
人
増
加
も
―
Ｉ
Ｌ
Ｏ

報
告
書
「
ユ
ー
ロ
圏
に
お
け

る
仕
事
の
危
機
」

　

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
は
七

月
一
一
日
、「
ユ
ー
ロ
圏
に
お
け
る
仕

事
の
危
機
：
動
向
と
政
策
対
応
」
と

題
す
る
調
査
報
告
書
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ユ
ー
ロ
諸
国
は
、

二
〇
〇
八
年
の
金
融
危
機
後
、
最
近

の
欧
州
債
務
危
機
の
影
響
を
受
け
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

各
国
が
早
急
に
緊
縮
財
政
や
金
融
シ

ス
テ
ム
を
見
直
し
雇
用
中
心
の
対
策

を
と
ら
な
け
れ
ば
、
失
業
者
数
は
現

在
の
一
七
四
〇
万
人
か
ら
今
後
四
年

間
で
さ
ら
に
四
五
〇
万
人
増
加
す
る
、

と
予
測
し
て
い
る
。

　

ユ
ー
ロ
圏
の
平
均
失
業
率
は
二
〇

一
二
年
四
月
時
点
で
一
一
・
〇
％
に

達
し
て
い
る
。
対
象
を
一
五
歳
～
二

四
歳
の
若
者
に
限
る
と
、
約
二
倍
の

二
二
・
二
％
と
さ
ら
に
悪
化
す
る
。

若
年
失
業
率
を
国
別
に
み
る
と
、
イ

タ
リ
ア
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
で
三

〇
％
超
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ス
ペ
イ
ン
で

は
五
〇
％
超
と
、
南
欧
ほ
ど
深
刻
な

状
況
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

（
図
）。 

　

若
年
者
を
含
め
て
労
働
市
場
全
体

が
回
復
し
て
い
る
ド
イ
ツ
、
ベ
ル

ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
マ
ル
タ

と
い
っ
た
国
で
も
、
こ
こ
最
近
は
回

復
速
度
が
鈍
化
し
て
お
り
、
報
告
書

は
ユ
ー
ロ
と
い
う
単
一
通
貨
圏
で
、

合
意
・
協
調
さ
れ
た
雇
用
政
策
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
に
言
及
。

加
え
て
、
ほ
と
ん
ど
の
ユ
ー
ロ
圏
諸

国
が
財
政
緊
縮
を
優
先
し
た
こ
と
に

よ
り
、
経
済
成
長
が
弱
め
ら
れ
、
銀

行
の
財
務
事
情
が
悪
化
し
、
貸
し
渋

り
や
、
投
資
の
減
少
、
雇
用
の
削
減

に
つ
な
が
る「
緊
縮
の
罠(austerity 

trap)

」
に
陥
っ
て
い
る
点
を
指
摘

し
た
。
そ
の
罠
か
ら
抜
け
出
す
具
体

的
な
政
策
と
し
て
、（
１
）小
企
業
へ

の
融
資
再
開
を
条
件
と
し
た
金
融
制

度
の
修
復
、（
２
）若
者
を
中
心
と
し

た
求
職
者
支
援
と
投
資
促
進
、（
３
）

ユ
ー
ロ
圏
諸
国
間
の
競
争
力
格
差
に

対
す
る
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
提
言

し
て
い
る
。 

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
フ
ァ
ン
・
ソ
マ
ビ
ア
事

務
局
長
は
、「
こ
う
し
た
ユ
ー
ロ
圏
諸

国
―
特
に
南
欧
―
で
続
く
雇
用
危
機

は
、
正
し
い
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
い

限
り
、
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
世
界
経

済
全
体
に
波
及
す
る
恐
れ
も
あ
る
」

と
し
て
、
雇
用
を
中
心
に
据
え
た
新

し
い
政
策
に
つ
い
て
は
、
ユ
ー
ロ
圏

を
越
え
た
国
際
社
会
が
合
意
で
き
る

よ
う
国
連
や
Ｇ
２
０
な
ど
が
主
導
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
結
論
付

け
て
い
る
。 

【
参
考
資
料
】

Ｉ
Ｌ
Ｏ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
七
月
一
一
日
付
、

英
語
版
）IL

O
 R

eport on E
urozone job 

crisis: trends and policy responses, 

Ｉ

Ｌ
Ｏ
駐
日
事
務
所
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
七

月
一
一
日
付
） 
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図　若年者（15歳～ 24歳）の失業率

出所: IILS estimates based on Eurostat, Quarterly Labour Force Survey.


